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研究要旨 

本分担研究は、支援機器の開発・普及を効果的に促進するとともに、支援機器を活用した自

立・自律と社会参加を均てん化することを目的とし、支援機器の開発・普及に役立つ情報を提

供する情報プラットフォームを構築する。 
今年度は、情報プラットフォームとして、各コンテンツを閲覧できるポータルサイトを想定

し、仮構成案を作成した。また、支援機器 ICF 対応表の改良として、目的とする機器を見つけ

やすくするためのコードの絞り込み（対応付けの見直し）を行った。さらに、検索システムの

改良について、検索履歴の表示やお気に入り登録、制度による絞り込みなどの機能を追加した。

なお、ICF コード検索の利便性も向上するため、ICF コード検索システムを改修し、ICF のコ

ード検索を実施した際に、支援機器 ICF 対応表検索システムの該当箇所の情報にアクセスでき

るようにした。また、支援機器関連の最新の国際動向を把握するため、ドイツ、ボンで開催さ

れた WHO 国際分類ファミリー会議に出席し、ICF における環境因子の拡充等の動向を把握し

た。 

 

A．研究目的 

本分担研究は、支援機器の開発・普及を効果的に

促進するとともに、支援機器を活用した自立・自律

と社会参加を均てん化することを目的とし、支援機

器の開発・普及に役立つ情報を提供する情報プラッ

トフォームを構築する。本プラットフォームは、全

国の支援機器拠点で活用することを想定し、他の分

担研究で得られた知見を情報コンテンツとして掲載

する。 

開発については支援機器開発人材育成プログラム

や支援機器モニター評価プログラムに関する情報を

提供することで、モデル拠点を介した支援機器開発

の人材育成、および、より現場で役立つ支援機器の

開発を促進する。 

普及については、支援機器選定・導入ガイド、お

よび支援機器 ICF 検索システムを公開し、支援機器

拠点での活用を進めることで、リハ関連専門職の支

援機器選定・導入を支援し、全国的な支援機器の普

及を促進する。 

また、プラットフォーム上で、アンテナ事業の先

行例に基づいて作成するモデル拠点構築に向けた構

想を共有することで、障害者支援機器普及アンテナ

事業等を活性化させることを目指す。 

なお、今年度は、情報プラットフォームの内容・

構成を決定するとともに、情報コンテンツ作成の一

環として、ガイドの試行に付随した支援機器 ICF 対

応表の改良と、支援機器関連の国際動向の把握を行

った。 

 

B．研究方法 

B-1．情報プラットフォームの内容・構成決定 

 情報プラットフォームとして、各コンテンツを閲

覧できるポータルサイトを想定し、仮構成案を作成

した。各情報コンテンツは、並行する他の分担研究

で作成中であり、最終的な公開内容は未定である。

このため、全体の仮構成を検討した上で、研究進捗

に合わせ、実際のページを作り、公開可能なコンテ

ンツから情報を掲載していくこととした。 
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B-2．支援機器 ICF 対応表の改良 

 先行研究で実施した作業療法士、理学療法士等リ

ハ関連専門職 50 名を対象とした ICF 対応表検索シ

ステムの試用評価結果について、再度自由記述を分

析し、システムに関する課題を抽出した。これらを

基に、目的とする支援機器を見つけやすくするため

の方策について、作業療法士とリハエンジニアで協

議を行った。また、システムの使い勝手を向上する

ための追加機能等の仕様を決定した。 

さらに、これまでに先行研究において作成、公開

されている ICF コード検索システム（https://searc

h2.icfclinicaltools.com/Ja/Search/Map）を改修し、

ICF のコード検索の結果から対応表検索システムに

リンクし、コードと関連する支援機器を検索できる

仕組みを作成した。 

B-3．支援機器関連の国際動向把握 

 支援機器に関連した国際分類に関する国際動向の

把握のため、ドイツ・ボンで開催された WHO 分類

ファミリー協力センターネットワーク年次会議およ

びその後開催された ICF 関連の委員会（改訂諮問委

員会および生活機能・障害リファレンスグループ）

に出席し、国際分類についての最新の情報について

情報交換を行った。 

（倫理面への配慮） 

 本分担研究は、直接人を対象とする研究は実施し

なかったため、倫理審査申請等は行わなかった。 

 

Ｃ．研究結果 

C-1．情報プラットフォームの内容・構成決定 

 情報プラットフォームの内容と構成案を以下に示

す。 

 Top ページ 

 プロジェクト紹介 

 コンテンツ概要 

 支援機器モデル拠点 

 概要 

 アンテナ事業実践例 

 モデル拠点構想 

 開発：支援機器開発人材育成プログラム 

 概要 

 プログラム内容 

 開発：支援機器モニター評価プログラム 

 概要 

 プログラム内容 

 普及：支援機器選定・導入研修プログラム 

 概要 

 プログラム内容 

 普及：支援機器選定・導入ガイド 

 概要 

 ガイド 

 情報整理シート 

 普及：支援機器 ICF 対応表検索システム 

 概要 

 紹介動画 

 マニュアル 

 検索システム 

C-2．支援機器 ICF 対応表の改良 

C-2-1．支援機器 ICF 対応表の改良 

 試用評価では、検索の結果として一覧表示される

支援機器の数が多すぎて、目的とする支援機器を探

すのが難しいケースがあることが指摘された。この

解決策として、支援機器に対応付けられる ICF の活

動・参加コード、心身機能・身体構造コードの絞り

込み（対応付けを見直し、対応付けるコード数を少

なくする）を行った。 

 また、支援機器を、障害のカテゴリや活動などの

キーワードから探すことができるようにするため、

各支援機器のデータに、関連する障害のタグ、他因

子のタグ付けを行うこととした。障害のタグは、身

体障害に関しては、身体障害者障害程度等級表 1)、

精神障害に関しては、認知機能の見える化プロジェ

クト 2)を参考とし、図１のカテゴリを設定した。本

タグ付けは、年度内に、移動支援機器、認知症関連

機器を対象に実施した。 

C-2-2．支援機器 ICF 対応表検索システムの改良 

 追加機能等の仕様を以下とし、支援機器 ICF 対応

表検索システムの改良を行った（改良後の追加機能

を含む検索システムについては、付録の支援機器 ICF

対応表検索システム操作方法マニュアルVer.2参照）。 

 検索履歴表示 
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以下が確認できるように、第一レベル一覧ページ、

第二レベル一覧ページ、機器一覧ページにおいて、

履歴を視覚的に残す 

 検索した ICF コード 

 検索した支援機器 

 支援機器の比較 

 機器一覧ページ、機器詳細ページに「お気に入り」

登録ボタンを追加 

 機器一覧ページへの情報追加 

機器詳細ページに記載されている「説明文」「制

度名」を機器一覧ページにも追加 

 制度名による検索 

 検索機能に「制度名」による絞り込みも追加 

 検索システム動作の重さ 

 システム動作速度を改善するため、データベース

に機器データを格納 

また、国内で公開されている ICF コード検索シス

テムを改修することにより、ICF のコード検索を実

施した際に支援機器 ICF対応表検索システムの該当

箇所の情報にアクセスすることが可能となった。 

C-3．支援機器関連の国際動向把握 

令和 5 年 10 月 16 日から 20 日まで、WHO 分類

ファミリー協力センターネットワーク年次会議が開

催された。ICF については懸案であった分類のアッ

プデートについて、改訂諮問委員会での議論が行わ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ、年次会議で最終的に決定がなされた。今後分類

プラットフォーム上への移行が行われ、改訂諮問委

員会でのレビューが行われたのち、正式なリリース

がなされることがアナウンスされた。また、新しい

プラットフォーム上での分類のアップデートが再開

されることとなった。 

 その後、オンラインで ICF 改訂諮問委員会におけ

るレビューの後、ICF の分類プラットフォームで最

新版が正式にリリースされた。また、コードの検索

性を向上させるための関連語句の登録を今後実施さ

れることが周知された。 

 

Ｄ．考察 

D-1．情報プラットフォームの内容・構成決定 

 各情報コンテンツは作成途中のため、各コンテン

ツを閲覧できるポータルサイトを想定し、仮構成案

を作成した。仮構成案として、①支援機器モデル拠

点の構築・運用、②支援機器の開発、③支援機器の

普及（選定・導入）に携わる人向けの情報提供を行

う構成を作成した。来年度以降、それぞれの立場の

人の職種等を考慮しつつ、ページ作成を進める。 

D-2．支援機器 ICF 対応表の改良 

D-2-1．支援機器 ICF 対応表の改良 

 個々の支援機器に対応する ICF コード数を減らす

ことで、特定のコードで機器を検索した際に、表示

図１ 障害および他因子のカテゴリ 
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される支援機器の数を減らすことができた。これに

より、目的とする支援機器が見つけやすくなること

が期待される。 

 また、障害のタグや他因子のタグ付けを行うこと

で、今後、支援機器を障害のカテゴリや活動などの

キーワードから探すことができるようになる。障害

のキーワードなどで、機器を絞り込むことで、さら

に表示される支援機器の数を減らせるようになり、

より支援機器が見つけやすくなることが期待される。 

D-2-2．支援機器 ICF 対応表検索システムの改良 

 検索システムの改良により、一度検索をした ICF

コードや支援機器が視覚的に確認できるようになり、

より効率的に支援機器を探せるようになると考えら

れる。また、「お気に入り」登録ボタンの追加によ

り、気になった支援機器を登録しておき、後から見

返して、他の機器と比較したりすることができるよ

うになる。 

 機器一覧ページへの情報追加では、都度、機器詳

細ページを確認せずとも、機器の説明や利用できる

可能性のある制度を見ることができるようになり、

他の支援機器と比較しながら、機器を探すことがで

きるようになる。 

また、検索機能に「制度名」による絞り込みを追

加したことで、あらかじめ、利用できる可能性のあ

る制度名を選んで、それに関連する支援機器のみを

探すことが可能となる。なお、検索システムについ

ては、動作の重さが課題として指摘されていたが、

データベースに機器データを格納する改良を行った

ことで、動作速度の改善を図ることができた。 

D-3．支援機器関連の国際動向把握 

ICF、ICHI を含む国際分類については、全体が分

類プラットフォームに移行し、さらに今後関連語句

の登録が進むことで検索性の向上が期待される。API

も公開されており、今後支援機器の情報システムと

分類プラットフォームとを直接連携した活用モデル

も検討課題となってくるものと考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 情報プラットフォームについて、①支援機器モデ

ル拠点の構築・運用、②支援機器の開発、③支援機

器の普及（選定・導入）に携わる人向けの情報提供

を行うこととし、各情報コンテンツを掲載するポー

タルサイトを想定し、仮構成案を作成した。 

 また、目的とする機器を見つけやすくするため、

ICFコードの対応付けの見直しを行い、支援機器ICF

対応表の改良を行った。さらに、検索履歴の表示や

お気に入り登録、制度による絞り込みなどの機能を

追加し、ICF 対応表検索システムの改良を行った。  

ICF コード検索の利便性も向上するため、国内で

公開されている ICF コード検索システムも改修し、

ICF のコード検索を実施した際に、支援機器 ICF 対

応表検索システムの該当箇所の情報にアクセスする

ことも可能となった。 

 また、支援機器関連の最新の国際動向を把握する

ため、ドイツ、ボンで開催された WHO 国際分類フ

ァミリー会議に出席し、ICF における環境因子の拡

充等の動向を把握した。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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